
田
中
は
じ
め
市
議
は
２
月
定
例

市
議
会
で
の
代
表
質
問
で
、
原
発

の
耐
震
重
要
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
「
実
用

発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基

準
に
つ
い
て
」
で
「
『
将
来
活
動

す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
』
の

露
頭
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
地

盤
に
設
置
す
る
」
と
さ
れ
、
「
将

来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層

等
」
は
「
後
期
更
新
世
（
約
12
～

13
万
年
前
）
の
活
動
が
否
定
で
き

な
い
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
し
、
「
原
子
力
規
制
庁
の
２
号

炉
審
査
概
要
に
は
、
原
子
炉
建
物

直
下
に
、
「
シ
ー
ム
（
地
層
の
境

界
面
に
平
行
な
断
層
）
」
の
記
載

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
子
炉
直
下

に
断
層
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

も
過
去
１
０
０
０
万
年
動
い
て
い

な
い
シ
ー
ム
は
原
子
炉
か
ら
離
れ

て
お
り
、
原
子
炉
直
下
の
シ
ー
ム

の
記
述
は
な
い
。
こ
れ
で
は
安
全

神
話
の
復
活
で
は
な
い
か
。
２
号

炉
直
下
の
シ
ー
ム
の
活
動
性
評
価

や
被
害
評
価
は
あ
る
か
」
と
質
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
上
定
市
長
は
、

「
シ
ー
ム
の
活
動
性
評
価
に
つ
い

て
は
、
２
号
炉
設
置
変
更
許
可
申

請
の
審
査
で
、
耐
震
重
要
施
設
の

地
盤
に
あ
る
21
条
の
シ
ー
ム
全
て

が
同
様
の
成
因
で
形
成
さ
れ
、
内
、

最
も
連
続
性
の
高
い
Ｂ
23
シ
ー
ム

に
つ
い
て
将
来
活
動
す
る
可
能
性

の
あ
る
シ
ー
ム
に
は
該
当
せ
ず
、

２
号
炉
直
下
の
シ
ー
ム
に
つ
い
て

も
同
様
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー

ム
の
活
動
に
よ
る
被
害
想
定
は
行

わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
２
月
議
会

一
般
質
問
で
、
原
子
力
災
害
避
難

計
画
に
関
わ
る
市
民
団
体
が
実
施

し
た
意
識
調
査
に
つ
い
て
と
り
あ

げ
ま
し
た
。

「
市
民
団
体
が
市
内
５
８
６
の

団
体
に
対
し
て
行
っ
た
『
避
難
計

画
と
島
根
原
発
２
号
機
に
関
す
る

調
査
』
で
は
、
原
発
事
故
発
生
時

の
対
応
に
つ
い
て
、
『
十
分
対
応

可
能
』
『
不
十
分
だ
が
対
応
可
能
』

が
38
・
２
％
、
『
対
応
不
可
能
』

41
・
６
％
。
広
域
避
難
計
画
に
つ

い
て
、
『
十
分
対
応
可
能
』
『
不

十
分
だ
が
対
応
可
能
』
が
25
・
８

％
、
『
対
応
不
可
能
』
が
59
・
６

％
。
避
難
先
で
の
生
活
に
つ
い
て
、

『
十
分
対
応
可
能
』
『
不
十
分
だ

が
対
応
可
能
』
が
15
・
７
％
、

『
対
応
不
可
能
』
が
69
・
７
％
」

「
い
く
ら
国
が
了
承
し
、
市
が
最

善
の
計
画
だ
と
言
っ
て
も
、
市
民

の
多
く
は
大
き
な
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
事
が
明
ら
か
」
「
市

長
と
し
て
の
受
け
と
め
は
」
と
質

し
ま
し
た
。

永
田
明
夫
防
災
安
全
部
長
は
、

「
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
医

療
機
関
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
県
と
連
携
し
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
各
施
設
で

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
し
て
い
た
だ

い
た
」
「
毎
年
実
施
す
る
原
子
力

防
災
訓
練
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
確

認
し
て
い
た
だ
く
」
「
今
後
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ

と
で
更
な
る
理
解
促
進
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
訓
練
や
研
修
の
機

会
に
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
も
活
用
し
、

丁
寧
に
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
２
月
議

会
で
①
島
根
原
発
②
コ
ロ
ナ
禍
の

保
育
の
確
保
に
つ
い
て
③
子
ど
も

食
堂
④
学
校
制
服
⑤
中
海
に
つ
い

て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
③
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
子
ど
も
食

堂
は
、
子
ど
も
の
食
育
や
居
場
所

づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
含
む
地
域
住
民
の

交
流
拠
点
に
発
展
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
そ
の
存
在
意
義
が
注
目

さ
れ
、
国
の
交
付
金
の
補
助
率
も

上
が
る
な
ど
国
も
必
要
性
を
認
め

て
い
る
」
と
指
摘
。
「
鳥
取
県
で

は
公
民
館
の
使
用
料
を
無
料
に
、

食
材
の
保
管
場
所
を
提
供
、
地
域

食
堂
相
談
支
援
員
の
創
設
、
ま
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
子
ど
も

食
堂
に
派
遣
し
困
り
ご
と
の
あ
る

人
を
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
」
と

行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
地
域
の
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発

展
し
て
い
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

松
江
市
で
も
積
極
的
に
支
援
を

行
う
べ
き
と
し
、
①
松
江
市
で
の

子
ど
も
食
堂
の
現
状
や
数
値
目
標
、

②
松
江
市
で
つ
か
ん
だ
支
援
の
ニ
ー

ズ
、
③
公
民
館
の
使
用
料
に
つ
い

て
補
助
、
食
材
の
保
管
に
つ
い
て

場
所
や
冷
蔵
庫
等
の
援
助
、
事
業

の
運
転
資
金
、
補
助
金
や
交
付
金

を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
質

し
ま
し
た
。

林
忠
典
子
育
て
部
長
は
「
市
の

社
協
が
「
子
ど
も
食
堂
交
流
会
」

を
開
く
な
ど
団
体
間
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
助
成
は
市
社
協
や
県
共

同
募
金
会
が
制
度
を
設
け
て
い
る
。

開
設
の
相
談
は
助
成
金
制
度
の
情

報
提
供
を
行
い
県
・
市
社
協
に
つ

な
ぐ
な
ど
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

行
政
の
積
極
的
な
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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原
発
直
下
に
断
層
は
存
在
す
る

さ
ら
に
慎
重
な
評
価
を
す
べ
き

田
中
は
じ
め
市
議
代
表
質
問
③

原
子
力
災
害
避
難
計
画
～
市
民
団
体
の
意
識
調
査
に
つ
い
て

舟
木
け
ん
じ
市
議
一
般
質
問
③

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員
会
は
、

３
月
19
日
、
大
田
市
で
第
88
回
県

党
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
に
ひ
そ
う
へ
い
前
参
院
議

員
を
含
む
比
例
５
議
席
を
必
ず
獲

得
し
、
参
院
鳥
取
・
島
根
選
挙
区

で
の
勝
利
で
、
党
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
「
総

合
計
画
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

に
ひ
候
補
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

11
年
ぶ
り
に
隠
岐
の
島
町
を
訪
れ

た
こ
と
に
触
れ
て
「
新
自
由
主
義

の
弊
害
は
地
域
で
限
界
を
超
え
、

社
会
保
障
削
減
や
消
費
税
増
税
へ

の
怒
り
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、
「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
前
進
を

切
り
開
き
、
今
度
こ
そ
比
例
と
選

挙
区
で
勝
利
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

福
住
ひ
で
ゆ
き
参
院
鳥
取
・
島

根
選
挙
区
予
定
候
補
も
か
け
つ
け

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

新
た
な
県
委
員
が
選
出
さ
れ
、

▽
県
委
員
長
に
上
代
善
雄
（
67
）

＝
再
▽
副
委
員
長
に
尾
村
利
成
・

県
議
（
59
）
＝
再
、
大
国
陽
介
・

県
議
（
42
）
＝
新
の
２
名
が
、
▽

常
任
委
員
に
岩
田
剛
・
東
部
地
区

委
員
長
（
41
）
、
遠
藤
秀
和

（
44
）
、
＝
以
上
再
、
た
ち
ば
な

ふ
み
・
松
江
市
議
（
45
）
、
中
島

江
利
子
（
53
）
、
吉
井
安
見
・
中

部
地
区
委
員
長
・
出
雲
市
議
（
34
）

＝
以
上
新
、
が
就
任
し
ま
し
た
。

参
院
選
で
躍
進
を

共
産
党
島
根
県
委
員
会
が
県
党
会
議
を
開
催

コ
ロ
ナ
禍
・
子
ど
も
食
堂
の
積
極
的
支
援
を

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
一
般
質
問
③

原発直下の断層について
質す田中市議会議員

意識調査の受け止めを資す
舟木けんじ市議会議員

行政の支援を求める
たちばなふみ市議会議員

県委員会を代表し挨拶する上代県委員長


